
三重県・鈴鹿リサーチパーク環境保全事業・環境人材育成講座 第４回 

  国内外の環境ビジネス戦略 
～国際的視点から考える企業の社会的責任（ＳＲ）とビジネス戦略～ 

□日時：11 月25 日（金） 
    14:00～16:30 
□場所：じばさん三重 大研修室 

（近鉄四日市駅徒歩 5 分） 
□定員：100 名 参加費無料 
□主催：三重県(政策部地域づくり支援室) 

お申し込み方法は裏面をご覧ください。

◎ 基調講演 14:05～14:45 

「国家的環境都市プロジェクトの動向からみる今後の日本企業への期待」 
Anbumozhi Venkatachalam氏（アジア開発銀行研究所 人材育成スペシャリスト） 

◎話題提供 14:45～15:30 

・ODA による環境分野の人材育成、技術的支援の取り組みとその課題及び企業との連携について 
 安達 一郎氏（独立行政法人 国際協力機構（ＪＩＣＡ） 地球環境部 環境管理第二課 課長）
・途上国における人材育成、技術指導ならびに環境ビジネスに関わる国際的取組 
高石 陽一氏（公益財団法人 国際環境技術移転センター（ＩＣＥＴＴ）地球環境部長） 

・誰もが簡単に本業重視で出来る CSR 活動 
～企業の国際的環境商品開発と CSR 的付加価値のシステム構築について～ 

 平田 通文氏（元ザ・パック株式会社 ＣＳＲ推進室室長  
現財団法人大阪みどりのトラスト協会 常務理事） 

◎パネルディスカッション 15:45～16:25 

「国際的な視点から捉えた企業の社会的責任（ＳＲ）とビジネス戦略」 
・パネリスト：Anbumozhi Venkatachalam 氏（アジア開発銀行研究所 人材育成スペシャリスト） 
      高石 陽一氏（公益財団法人 国際環境技術移転センター 地球環境部長） 
      平田 通文氏（元ザ・パック株式会社 ＣＳＲ推進室室長  

現財団法人 大阪みどりのトラスト協会 常務理事） 

・コーディネーター：安達 一郎氏（独立行政法人 国際協力機構 地球環境部 環境管理第二課 課長）

 

海外の国家的プロジェクト動向、 
途上国の人材育成、技術支援等の国際
的取組、国際的ＣＳＲの取組例から、 
企業の社会的責任（ＳＲ）とビジネス
戦略を国際的な視点から捉え、 
今後の環境ビジネス戦略の可能性を 
展望します。 



■場所  ：じばさん三重 大研修室 
〒510-0075  
四日市市安島一丁目 
３番１８号 

■交通手段：近鉄四日市駅から徒歩５分 
 駐車場はありますが、台数に
限りがあるため、できるだけ
公共交通機関をご利用くだ
さい。 

■問い合わせ ： 
三重県・鈴鹿山麓リサーチパーク環境 
保全事業・環境人材育成講座事務局 
㈱地域計画建築研究所(アルパック)  
担当：山崎、中川、高田、畑中 
TEL: 06-6942-5732  
FAX：06-6941-7478 
E-mail：mie-csrkouza@arpak.co.jp 

■申し込み方法：下記情報を E-mail または FAXでお申し込みください。1人お申し込みにつき 1枚にご記
入ください。（締切：11月 22日（火）） 
お申し込みいただいた方には、E-mailにてお申し込み受領のお知らせをご連絡いたします。
1 週間以上経っても受領通知メールが届かない場合は、お手数ですが、上記問い合わせ先
までご連絡ください。なお、席に余裕がある場合は当日受付もいたします。 

三重県・鈴鹿山麓リサーチパーク環境保全事業・環境人材育成講座について 

 
 
 

事務局：（株）地域計画建築研究所（アルパック） 行 
    担当：山崎・中川・高田・畑中  TEL (06)6942-5732(代)、 FAX (06)6941-7478 

鈴鹿山麓リサーチパーク環境保全事業・環境人材育成講座 第４回 

国内外の環境ビジネス戦略 申し込み 

※ 個人情報は適切な管理を行い、本講座に関する連絡以外には使用しません。 
 

氏名（ふりがな） 役  職 
  
ご所属（組織名・部署） 
ご連絡先 〒 

TEL:   （   ）                              FAX:    （   ） 
E-mail: 
どこでこの情報をお知りになりましたか？ 
１，三重県からの情報 ２，市町村からの情報 ３．その他→具体的には（              ）

 三重県では、県内外の企業を対象として、環境人材の育成を図るため、環境関係施設が集積する鈴鹿
山麓リサーチパーク（四日市市）内で国内の第一線でご活躍の講師をお迎えし、連続講座を８月より開
催しています。これまで、「環境ＣＳＲのいろは」「企業経営と排出権取引制度」「企業経営と森林ＣＳ
Ｒ」のテーマで開催いたしました。 
今後のテーマ：「環境リスクについて」「環境産業への調整」「地域に根ざした環境経営について」 


